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 行政事業レビューは、各府省庁自らが、自律的に、原則全ての事業について、エ

ビデンス（根拠）に基づく政策立案（以下「ＥＢＰＭ」という。）の手法等を用い

て、事業の進捗や効果について成果目標に照らした点検を行い、事業の改善、見直

しにつなげるとともに、予算が最終的にどこに渡り（支出先）、何に使われたか（使

途）といった実態を把握し、外部の視点も活用しながら、過程を公開しつつ事業の

内容や効果の点検を行い、その結果を予算の概算要求や執行等に反映させ、また行

政事業レビューシート（行政事業点検票。以下「レビューシート」という。）を予

算編成過程で積極的に活用することで、事業の効果的、効率的な実施を通じ、無駄

のない、質の高い行政を実現するものである。さらに、国の行政の透明性を高め（「見

える化」を進め）、国民への説明責任を果たすために実施されるものである。 

また、国からの資金交付により新設又は積み増し（以下「造成」という。）され

た基金（以下「基金」という。）については、適正かつ効果的、効率的に国費を活

用する観点から、毎年度、各府省庁自らが執行状況等を継続的に把握し、基金を用

いて行う事業（以下「基金事業」という。）の進捗や効果について厳格に検証を行

い、執行の改善につなげるとともに、使用見込みの低い資金は返納するというＰＤ

ＣＡサイクルを実践していくことが重要であり、行政事業レビューの枠組みの下、

基金の適切な管理に向けた取組等を実施する必要がある。 

以上の基本的な考え方を踏まえ、国土交通省が所管する事業について、「行政事

業レビューの実施等について」（平成２５年４月５日閣議決定）に定める行政事業

レビューを推進するため、行政事業レビューに関する行動計画を以下のとおり定め

る。 

 

第１．行政事業レビューの実施体制 
 
（１） 行政事業レビューは、行政事業レビュー推進チーム（「国土交通省行政事

業レビュー推進チーム設置要領」（令和５年４月２５日）に定める国土交通

省行政事業レビュー推進チームをいう。以下「推進チーム」という。）が実

施主体となって取り組むものとし、推進チームの統括責任者をその責任者と

する。 

 

（２） 行政事業レビューの円滑な実施を図るため、推進チームに、別紙に定める

行政事業レビューワーキングチーム（以下「ワーキングチーム」という。）

を置く。 

 

（３） ワーキングチームの庶務は、関係部局の協力を得て、大臣官房会計課にお

いて処理する。 



 

（４） 行政事業レビューの対象となる事業を所管する部局（以下「事業所管部局」

という。）及び基金を所管する部局（以下「基金所管部局」という。）並び

にこれらに関係する地方支分部局等は、推進チームによる行政事業レビュー

の実施に当たり、資料作成、事業の実態把握等について協力する。 

 

（５） このほか、行政事業レビューの実施細目は、ワーキングチームがこれを定

める。 

 

第２．事業の点検等 
 
（１）事業単位の整理 

   事業の点検等は、全事業（人件費、事務的経費等は除く。）を対象として実

施する。効果的なレビューが可能となるように事業所管部局において事業の単

位を整理し、ワーキングチームがこれを決定する。 

 

（２）事業の実態把握及び自己点検 

   事業所管部局は、（１）によりワーキングチームが決定した事業の単位ごと

に、必要に応じて、予算執行の現場への徹底した調査・ヒアリングを行い、予

算の最終的な支出先や使途を明らかにする等、事業について十分な実態把握を

行う。 

   また、本来の事業目的に合致しているか、真に効率的かつ効果的な支出とな

っているか等、事業所管部局において自己点検を実施するとともに、その結果

をレビューシートに記載し、ワーキングチームに報告する。 

   ワーキングチームは、レビューシートについて確認を行うとともに、公表を

行う。 

   事業所管部局は、国民から寄せられた意見を踏まえ、必要に応じて更なる自

己点検を実施するものとする。 

 

（３）外部有識者による点検 

  ①レビューシートの点検 

   （２）により、実態把握及び自己点検を行った事業のうち、選定の考え方に

ついて外部有識者の理解を得て、ワーキングチームが選定した事業について、

外部有識者にレビューシートの点検を求める。この際、レビューでＥＢＰＭを

実践するという観点を踏まえて行うとともに、効果的な点検に資するよう、政

策評価により作成される事前分析表を活用するものとする。 

   

  ②公開プロセスの実施 

   ①の外部有識者によるレビューシートの点検の対象事業のうち、外部有識者

の理解を得て、公開点検が望ましいと判断されたものについては、公開の場を

設け点検を行うこととする。（以下、「公開プロセス」という。） 

 

 



（４）結果の公表、概算要求への反映 

   ワーキングチームは、（２）の自己点検及び（３）の外部有識者による点検

の結果を取りまとめ、推進チームに報告し、公表する。 

当該結果については、事業の執行や翌年度予算の概算要求に着実に反映する。 

ワーキングチームは、翌年度予算の概算要求への反映状況について、その結

果を公表する。 

 

第３．基金の点検等 
  
（１）基金単位の整理 

 基金の点検等は、基本的に、公益法人等に造成された基金を対象として実施

する。効果的な点検が可能となるように基金所管部局において基金事業の単位

を整理し、ワーキングチームがこれを決定する。 

 

（２）基金の実態把握及び自己点検 

基金所管部局は、（１）によりワーキングチームが決定した基金事業の単位

ごとに、基金について十分な実態把握を行う。 

また、基金所管部局は、「補助金等の交付により造成した基金等に関する基

準」（平成１８年８月１５日閣議決定）及び「基金の再点検について」（令和

４年１２月２１日行政改革推進会議とりまとめ）を踏まえ、厳格な点検を行い、

その結果を基金シート及び公益法人等に造成された基金の執行状況一覧表に

記載し、ワーキングチームに報告する。 

ワーキングチームは、基金シートについて確認するとともに、公表を行う。 

 

（３）外部有識者による点検 

（２）により、実態把握及び自己点検を行った基金事業のうち、選定の考え

方について外部有識者の理解を得て、ワーキングチームが選定した基金事業に

ついて、外部有識者に基金シートの点検を求める。 

 

（４）結果の公表 

ワーキングチームは、（２）の自己点検及び（３）の外部有識者による点検

の結果を取りまとめ、推進チームに報告し、公表する。また、公益法人等に造

成された基金の執行状況一覧表についても、ワーキングチームにて確認及び取

りまとめの上、公表を行う。 

 

（５）その他 

地方公共団体等に造成された基金を所管する部局は、地方公共団体等保有基

金執行状況表を作成し、ワーキングチームに報告を行う。 

また、国から出資を受けた法人等を所管する部局は、出資状況表を作成し、

ワーキングチームに報告する。 

ワーキングチームは、地方公共団体等保有基金執行状況表及び出資状況表を



確認及び取りまとめの上、公表を行う。 

 

第４．スケジュール（予定） 

４月   事業所管部局による事業の実態把握及び自己点検の開始 

基金所管部局による基金の実態把握及び自己点検の開始 

６月上旬～中旬  

公開プロセスの実施、結果の公表 

 ７月以降 概算要求への反映作業 

 ８月下旬 翌年度概算要求の財務省提出 

  ９月上旬 レビューシートの公表（前年度事業、新規事業） 

 ９月中旬 レビューシートの公表（新規要求事業） 

９月末  基金シートの公表 

公益法人等に造成された基金の執行状況一覧表の公表 

地方公共団体等保有基金執行状況表の公表 

出資状況表の公表 

 

第５．行政改革推進会議による検証結果の反映 

 事業所管部局及び基金所管部局は、行政改革推進会議による検証結果をその後

の予算等へ適切に反映することとする。 

 

第６．行政事業レビューの実効性向上のための施策 
 
（１）職員の参画や意識の向上を図る取組 

   ワーキングチームは、職員の行政事業レビューに対する理解や意識の向上を

図るため、職員研修、各種会議その他の機会を活用して、行政事業レビューの

意義や予算の効率的かつ効果的な執行の取組の重要性及び必要性等について

浸透の徹底を図る。 

 

（２）優良な事業改善の取組の積極的な評価 

ワーキングチームは、事業所管部局による自主的な事業改善の取組のうち、

優れた取組を積極的に選定し、表彰するとともに、省内に普及を行う。 

また、事業所管部局は、推進チームが選定した優良事業改善事例や、国土交

通省内における優れた事業改善の取組を参考として、積極的な評価改善に努め

る。 

 



（別紙） 

 

 

行政事業レビューワーキングチーム 

 
   
  チームリーダー  大臣官房長 
 
  サブリーダー   大臣官房会計課長 
 
           大臣官房参事官（会計担当） 
 
           政策評価官 

   総合政策局情報政策課長 

 


